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来
る
3
月
15
日
午
前
10
時
よ
り
春
季
霊
祭
を
執
行
い
た
し

ま
す
。
尚
、
昨
年
9
月
15
日
よ
り
本
年
3
月
14
日
ま
で
に
合

祀
納
骨
さ
れ
ま
し
た
方
に
は
、
別
途
案
内
を
し
ま
す
が
、
昨

今
の
諸
事
情
を
鑑
み
、
持
病
を
お
持
ち
の
方
、
ま
た
弱
年
層

の
方
の
参
拝
に
は
格
段
の
ご
配
慮
を
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
教

会
よ
り
参
拝
者
の
方
々
に
お
伝
え
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
教
会
玄
関
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
用
意
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
来
会
の
折
に
は
必
ず
消
毒
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
回
に
限
り
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
納
骨
室
を
通
年
よ
り

長
く
、
午
後
一
時
ま
で
開
け
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

本
部
春
季
大
祭
に
は
15
名
の
方
が
昇
殿
参
拝
を
さ
れ
ま
し

た
。
2
月
月
次
祭
も
15
名
の
方
に
昇
殿
参
拝
を
し
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
。
引
き
続
き
都
市
部
で
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が

発
出
さ
れ
て
お
り
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
の
で
、
２
月
も
奈
良

教
区
管
内
の
方
を
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
左
記
の

内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
昇
殿
参
拝
を
ご
希
望
の
教

会
は
、
大
教
会　

庄
司
道
治
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

昇
殿
参
拝
数

　

2
月
月
次
祭　
　
　
　
　

15
名

受
付
時
間

　

2
月
月
次
祭　
　
　
　
　

午
前
7
時
30
分
か
ら
9
時
ま
で

昇
殿
場
所

　

西
礼
拝
場

服
装

　

ハ
ッ
ピ
（
正
装
）・
必
ず
マ
ス
ク
着
用

奈
良
教
区
管
内
の
教
会
で
希
望
さ
れ
る
方
は
、
15
日
ま
で
に

連
絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

※
体
調
に
不
安
の
あ
る
方
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

▼
教
会
長
夫
妻
研
修
会
の
延
期
に
つ
い
て

　

去
る
1
月
24
日
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
教
会
長

夫
妻
研
修
会
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
急
遽
延
期
と

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
予
定
し
て
頂
き
な
が
ら
コ
ロ
ナ
過
と

は
い
え
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
3
月
24
日
に
開
催
を

さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
教
養
掛

　

1
月
15
日
よ
り　
　
　
　
　

1
月
27
日
よ
り

　
　

辻　
　
　
　

真　

先
生　
　
　

山　

村　

法　

生
先
生

　
　

お
つ
と
め
く
だ
さ
っ
て
お
り
ま
す
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2
月
15
日
よ
り　
　
　
　
　

2
月
27
日
よ
り

　
　

庄　

司　

雅　

則
先
生　
　
　

坂　

本　
　

伸　

先
生

　
　

お
つ
と
め
く
だ
さ
い
ま
す

▼
修
養
科
九
五
三
期
修
了
者

　〔
旭　

園
〕
伊
藤　
　

旬
也　
　

▼
教
人
資
格
講
受
講
者

　
〔
旭
松
山
〕
松
田　
　

日
和

▼
訃
報

　

旭
乃
井
分
教
会
三
代
会
長
夫
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
本　

一
枝
先
生
に
は

　

1
月
18
日
に
お
出
直
し
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

享
年
86
歳

　

告
別
式
は
、
1
月
20
日
に
山
中
葬
祭
館
フ
ラ
ふ
ぁ
み
ー
リ

ヤ
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

つ
つ
し
ん
で
生
前
の
ご
遺
徳
を
お
忍
び
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
災
害
対
策
室
訓
練
に
つ
い
て

　

本
年
の
災
害
対
策
室
訓
練
を
下
記
の
通
り
計
画
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
室
員
及
び
ひ
の
き
し
ん
隊
員
・
有
志
の
方
は
、

万
障
繰
り
合
わ
せ
て
ご
参
加
の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

　

日
時
：
2
月
14
日
（
日
）
9
時
集
合　

16
時
終
了
予
定

　

場
所
：
乙
木
山

　

作
業
：
竹
の
伐
採
・
整
備

　

服
装
：
作
業
服

※
尚
、
準
備
の
都
合
上
出
動
頂
け
る
方
は
、
大
教
会　

庄
司

道
治
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
（
メ
ー
ル
可
）

▼
管
内
学
校
入
学
者
及
び
誓
約
書
に
つ
い
て

　

既
に
天
理
中
学
校
で
は
、
合
格
発
表
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
管
内
学
校
に
合
格
さ
れ
入
学
が
決
ま
り
次
第
、
大
教

会
ま
で
必
ず
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
案
内
状
を
送
付
致

し
ま
す
。
ま
た
学
校
提
出
の
誓
約
書
は
、
４
月
4
日
（
日
）

に
開
催
致
し
ま
す
「
進
学
の
集
い
」
に
て
署
名
捺
印
を
さ
せ

て
頂
き
ま
す
の
で
、
お
世
話
取
り
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

尚
、天
理
中
学
校
は
、誓
約
書
提
出
日
が
「
保
護
者
説
明
会
」

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
学
校
と
協
議
の
上
、
進
学
の
集
い

後
に
提
出
と
い
う
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
天
理
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
、
今
後
合
格
発
表
が
行

わ
れ
ま
す
が
、
今
年
よ
り
併
願
の
場
合
直
属
教
会
長
の
捺
印

が
廃
止
さ
れ
て
い
る
関
係
で
、
入
試
を
受
け
て
い
る
学
生
の

把
握
が
出
来
て
お
り
ま
せ
ん
。
公
立
高
校
と
の
併
願
を
さ
れ

て
い
る
方
が
居
る
場
合
は
、
進
学
先
が
天
理
高
校
に
決
ま
り

次
第
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
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▼
「
第
28
回
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
」
中
止
の
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
為
、
2
月
27
日
～
28

日
に
予
定
し
て
い
ま
し
た
「
第
28
回
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
」

の
開
催
を
中
止
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

学
生
に
お
声
掛
け
頂
き
ま
し
た
先
生
方
に
は
、
誠
に
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

▼
「
立
教
184
年
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
」
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
現
状
を　

鑑
み
、「
立
教

184
年
春
の
が
く
せ
い
お
ぢ
ば
が
え
り
」
は
例
年
通
り
の
行
事

で
は
な
く
、「
道
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り
推
進
期
間
」
と
「
道

の
学
生
オ
ン
ラ
イ
ン
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

お
ぢ
ば
が
え
り
に
つ
い
て
は
、
2
月
1
日
か
ら
3
月
25
日

ま
で
の
期
間
に
感
染
症
対
策
を
十
分
に
行
っ
た
上
、
個
人
や

少
人
数
で
帰
参
し
、
ウ
ェ
ブ
「
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｉ
ｓ
ｔ
」（
ハ
ッ
ピ

ス
ト
で
も
検
索
可
）
で
帰
参
報
告
を
行
い
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
の
集
い
に
つ
い
て
は
、
3
月
28
日
に
動
画
配

信
等
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
詳
細
は
来
月
連
絡
報
に
掲
載
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

学
生
が
一
年
間
の
お
礼
を
申
し
上
げ
、
お
ぢ
ば
が
え
り
が

で
き
る
喜
び
を
味
わ
え
る
よ
う
、
旭
日
学
生
会
か
ら
も
案
内

し
て
ま
い
り
ま
す
。
先
生
方
か
ら
も
教
会
に
つ
な
が
る
学
生

に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
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5
日

14
日

15
日

24
日

26
日

教
祖
祭

災
害
対
策
室
訓
練

霊
祭

部
長
会

直
轄
会

月
次
祭

役
員
会

法
律
相
談

大
教
会
1
月
の
動
き

大
教
会
2
月
の
予
定

元
旦
祭

教
祖
祭

霊
祭

部
長
会

直
轄
会

春
季
大
祭

法
律
相
談

婦
人
会
ひ
の
き
し
ん

28
日

1
日

9
日

15
日

24
日

26
日


